
かみさと

上里町議会だより　2019年３月１日発行 議会映像配信中！

春を待ちわびて

12月定例会の審議状況
追跡！一般質問

12月定例会一般質問に９人
議会閉会中の委員会活動報告
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12
月
定
例
会
は
、
12
月
７
日
に
開
会
さ
れ
、
議
員
９
名
の
一
般
質
問
と
町
長

提
出
議
案
９
件
他
を
審
議
し
て
14
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
定
例
会
で
審
議
さ
れ

た
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

12月7日～14日

第６回
12月
定例会

◆
◆ 

条
　
　
例 

◆
◆

議
案
第
61
号　

　

�

上
里
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
上
里
町
一

般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

議
案
第
62
号　

　

�

上
里
町
長
及
び
副
町
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
及

び
上
里
町
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議
案
第
63
号　

　

�

上
里
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
64
号　

　

�

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
65
号　

　

�

平
成
30
年
度
上
里
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て

要
旨

要
旨

概
要主

な
事
業

◆
◆ 

契
　
　
約 

◆
◆

◆
◆ 

補
正
予
算 

◆
◆

■平成30年度一般会計他補正予算を可決
■職員の給与に関する条例他の一部改正を可決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

　
　
　
人
事
院
勧
告
及
び
埼
玉
県

人
事
委
員
会
勧
告
を
踏
ま
え
、
職

　
　
　
平
成
30
年
第
４
回
臨
時
会

（
議
会
だ
よ
り
第
80
号
に
掲
載
）

で
可
決
さ
れ
た
上
里
町
民
体
育
館

改
修
工
事
を
次
の
と
お
り
契
約
変

更
す
る
も
の
で
す
。

・
契
約
金
額

　
　
１
億
65
万
６
千
円

　
　
　
　
　
↓

　
　
１
億
８
１
５
万
１
２
０
０
円

　
　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
９

１
４
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
96
億

９
２
４
９
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
の
他
に
、
平
成
30
年
度
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
補

正
予
算
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

員
及
び
任
期
付
職
員
の
給
与
改
定

を
行
う
と
と
も
に
、
町
長
、
副
町

長
、
教
育
長
及
び
議
会
議
員
の
期

末
手
当
の
額
等
の
改
定
を
行
う
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

・
公
園
管
理
事
業

�

４
８
０
万
円

・
中
学
校
管
理
運
営
事
業

�

４
９
７
万
７
千
円

・
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業

�

４
２
５
万
円
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答質

議会だよりはホームページでも公開しています！

◆
◆ 
請
願
・
陳
情 

◆
◆

◆
◆ 

意
見
書 

◆
◆

請
願
第
１
号

　

�

憲
法
九
条
を
変
え
る
こ
と

に
反
対
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願

継
続
審
査

意
見
書
第
４
号　

　

�

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病

院
に
係
る
特
定
機
能
病
院

の
早
期
承
認
を
求
め
る
意

見
書
（
案
）
に
つ
い
て

請
願
第
２
号

　

�

主
要
農
作
物
種
子
法
の
復

活
等
を
も
と
め
る
請
願不

採
択

請
願
第
３
号

　

�

元
隣
保
館
跡
地
を
町
駐
車

場
整
備
と
公
衆
便
所
の
設

置
に
関
す
る
請
願

不
採
択

請
願
第
４
号

　

�

全
国
一
律
最
低
賃
金
の
制

度
化
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

不
採
択

陳
情
第
１
号

　

�

歩
行
弱
者
対
策
に
関
す
る

陳
情

趣
旨
採
択

原
案
可
決

　　�18歳までの医療費無料化を！
安心して医療を受けさせたいという親の強
い願いや少子化、子どもの貧困問題などの
対策として18歳までの医療費無料化が急速
に広がっている。上里町でも実現を！
　平成29年６月定例会（平成29年９月号掲載）
　平成29年12月定例会（平成30年３月号掲載）他

こども医療費支給制度
対象年齢が以下のとおり引き上げられます。
○対象年齢
　（改正前）�出生または転入してから、満

15歳到達後の最初の３月31日
までの方

↓
　（改正後）�出生または転入してから、満

18歳到達後の最初の３月31日
までの方

※�手続き方法など詳しい内容については健康
保険課医療年金係【☎0495-35-1222】まで
お問合せください。

　　�医師会と相談し、積極的に
やっていきたいと考えて
いる。

上里町で実施する場合には、本庄児
玉郡医師会との連携が不可欠であり、
広域での議論を行い、どのような方
向で推進するか検討していきたい。

平成31年４月から「こども
医療費」の対象年齢が満18
歳に引き上げられます！
平成30年９月定例会で、子育て世代の
経済的負担の軽減や子どもの健康と福
祉の増進を図ることを目的とした「上里
町こども医療費支給に関する条例の一
部を改正する条例」が可決されたこと
に伴い、実施されることとなりました。

どうなった？

議員の質問・提言に答える町執行部、
その答弁がその後どうなったのか・・・
どう町政に反映させているのか・・・対応を追跡します一般質問

追跡!

ホームページでは本会議の会議録をはじめ、

議会情報を掲載しています。一般質問につい

ては、映像配信も行っています。

上里町議会
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映像配信

一般質問
髙橋　茂雄

調査・研究を進めてまいりたい

問 家庭ゴミの有料化について

答

家
庭
ゴ
ミ
の
有
料
化
に

つ
い
て

単
身
で
親
の
介
護
を
し

て
い
る
方
に
つ
い
て

ミ
ッ
シ
ン
グ
ワ
ー
カ
ー

に
つ
い
て

問　
４
月
か
ら
小
山
川
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
個
人
で
家
庭
ゴ
ミ
を

直
接
搬
入
し
て
も
有
料
に
な
る
の

に
従
い
、
各
地
区
の
ゴ
ミ
の
収
集

が
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
、
税
収
が
減

る
中
で
先
行
き
ゴ
ミ
の
処
分
費
を

有
料
に
す
る
の
か
。

答
　
全
国
の
市
町
村
の
ゴ
ミ
処
理

有
料
化
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
平

成
29
年
10
月
現
在
で
１
７
４
１
団

体
の
う
ち
１
１
０
５
団
体
が
既

に
実
施
し
て
お
り
、
実
施
率
は

６
３
．
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

を
組
織
す
る
、
本
庄
市
、
美
里
町
、

神
川
町
、
上
里
町
の
ゴ
ミ
の
排
出

量
は
埼
玉
県
平
均
を
上
回
る
状
況

で
す
の
で
、
ゴ
ミ
処
理
の
有
料
化

に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
減
量
化
の

選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
、
児
玉
郡

市
清
掃
行
政
研
究
会
に
お
い
て
、

調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

問　
近
年
で
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
や
い
ろ
い
ろ
な
事
情
に

よ
っ
て
、
両
親
ま
た
は
父
か
母
と

同
居
し
て
い
る
３
人
暮
ら
し
ま
た

は
２
人
暮
ら
し
の
人
が
い
ま
す
。

自
宅
で
親
の
介
護
を
し
て
い
る
人

で
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る

人
ま
た
は
介
護
保
険
を
利
用
せ
ず

に
自
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
の

両
方
の
世
帯
数
を
把
握
で
き
て
い

る
の
か
。

答
　
平
成
28
年
度
に
町
が
実
施

し
た
、
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

伴
う
在
宅
介
護
実
態
調
査
に
よ
る

結
果
で
は
、
主
な
介
護
者
は
、
子

４
５
．９
％
、配
偶
者
２
４
．６
％
、

子
の
配
偶
者
１
９
．
１
％
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
主
た
る
介
護
者
は

子
が
最
も
多
く
担
っ
て
い
る
。

　
在
宅
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
の
世
帯
構
成
を
、
町
が
把

握
し
て
い
る
軽
度
認
定
者
で
見
ま

す
と
、
独
身
の
子
ど
も
と
親
で
構

問　
今
、
日
本
で
は
独
身
中
高
年

が
６
５
０
万
人
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
う
ち
６
人
に
１
人
が
働
い
て

い
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
親
の

介
護
の
た
め
、
仕
事
を
や
め
数
年

間
介
護
し
た
後
に
、
お
亡
く
な
り

に
な
り
、
そ
の
後
、
喪
失
感
や
脱

力
感
か
ら
仕
事
に
就
け
な
い
人
を

ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

の
か
。

答
　
親
の
介
護
を
き
っ
か
け
に

ミ
ッ
シ
ン
グ
ワ
ー
カ
ー
に
な
ら
な

質問 １質問

質問 ２質問

質問 ３質問 成
さ
れ
る
世
帯
は
２
０
８
世
帯
中

42
世
帯
で
２
０
．
２
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
男
女
比
は
、
男
性
２
に
対

し
、
女
性
１
と
な
り
、
子
ど
も
の

年
齢
で
は
50
代
、
40
代
が
多
く
、

独
身
の
子
ど
も
と
親
で
構
成
さ
れ

る
世
帯
の
７
割
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
方
が
働
い
て
い
る
か
、
働
い

て
い
な
い
か
の
把
握
は
で
き
て
い

な
い
。

い
よ
う
、
町
で
は
ま
ず
、
自
分
ひ

と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
声
を
挙
げ

て
い
た
だ
く
た
め
、
困
り
ご
と
を

相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
相
談

体
制
を
整
え
て
い
る
。
ま
た
、
介

護
を
し
て
い
た
親
が
亡
く
な
り
無

収
入
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
へ
の

金
銭
的
援
助
と
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
町
で

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
生
活
の

立
て
直
し
と
し
ま
し
て
は
、
ア
ス

ポ
ー
ト
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
埼
玉

北
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
困
り
ご

と
の
解
決
に
向
け
て
、生
活
支
援
、

就
労
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答

答

答

問

問

問
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映像配信

一般質問

資源ごみの分別収集風景

沓澤　幸子

町民の関心高まるので、調査・研究する

問 一般家庭のブロック塀改修に補助制度を

ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て

予
算
の
執
行
見
通
し
と

課
題
に
つ
い
て

問　
町
長
の
「
ご
み
ゼ
ロ
」
を
目

指
す
発
言
は
、
焼
却
・
埋
立
て
ゼ

ロ
を
目
指
す
「
ご
み
ゼ
ロ
」
宣
言

を
し
て
い
る
自
治
体
を
目
指
す
と

い
う
こ
と
で
す
か
。
広
域
圏
組
合

の
副
管
理
者
と
し
て
児
玉
郡
市
全

体
で
目
指
す
の
か
、
町
で
先
行
し

て
い
く
考
え
か
。

答
　
ご
み
ゼ
ロ
宣
言
の
き
っ
か
け

の
１
つ
は
、
子
ど
も
達
の
意
見
発

表
会
で
、
ご
み
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
に
感
銘
を
受
け
、
そ
の
思
い

を
受
け
止
め
て
の
決
意
で
す
。

問　
過
剰
包
装
で
否
応
な
く
入
っ

て
く
る
物
を
ご
み
に
し
な
い
為
に

は
資
源
の
回
収
が
必
要
で
す
。
分

別
品
目
を
増
や
す
考
え
は
。

答
　
小
型
家
電
回
収
と
同
じ
よ
う

に
、
衣
類
な
ど
は
町
独
自
で
実
施

で
き
る
と
考
え
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

品
目
の
追
加
が
出
来
な
い
か
検
討

し
た
い
。

問　

家
庭
系
ご
み
の
直
接
搬
入

１
０
０
㎏
以
下
を
平
成
31
年
度
か

ら
10
㎏
当
た
り
40
円
に
し
ま
す

問　
現
時
点
で
の
予
算
執
行
状
況

は
。
毎
年
、
予
算
の
約
１
割
を
残

し
て
い
る
が
、
不
用
額
を
見
通
し

て
活
か
す
考
え
は
。

答
　
予
算
執
行
率
は
約
63
％
（
11

月
末
時
）
で
す
。
決
算
審
査
で
の

意
見
も
参
考
に
、
正
確
な
見
積
も

り
に
よ
る
適
切
な
予
算
編
成
に
努

め
た
い
。
出
来
る
限
り
執
行
見
込

み
額
を
早
期
に
把
握
し
、
有
効
利

用
を
図
り
た
い
。

問　
公
共
下
水
道
管
等
の
敷
設
後

の
道
路
改
修
や
補
修
が
繰
り
返
さ

れ
る
継
ぎ
は
ぎ
で
、
で
こ
ぼ
こ
だ

ら
け
の
町
道
は
全
面
改
修
が
必
要

で
す
。
請
願
・
要
望
道
路
、
補
修

工
事
と
合
わ
せ
、
町
道
全
体
を
視

野
に
入
れ
た
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
公
共
下
水
道
工
事
は
平
成
８

年
度
か
ら
着
手
し
、
供
用
開
始
に

向
け
敷
設
工
事
を
優
先
し
、
舗
装

本
復
旧
は
仮
復
旧
と
し
て
長
期
養

成
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
現
地
調
査
し
、
計
画
的
に
改

善
を
考
え
て
い
ま
す
。
町
全
体
に

答

質問 １質問

質問 ２質問

が
、
有
料
化
で
ご
み
は
減
り
ま
せ

ん
。
家
電
回
収
の
様
に
家
具
類
や

布
団
類
、
剪
定
樹
木
な
ど
も
イ
ベ

ン
ト
回
収
を
行
っ
て
は
。

答
　
制
度
改
正
の
目
的
は
、
搬
入

車
両
台
数
の
抑
制
と
費
用
負
担
の

公
平
性
の
確
保
の
た
め
で
す
。

問　
生
ご
み
処
理
機
「
キ
エ
ー
ロ
」

を
、
利
用
し
や
す
い
価
格
と
手
続

き
の
簡
素
化
を
合
わ
せ
た
補
助
制

度
を
実
施
し
、
キ
エ
ー
ロ
を
町
内

で
生
産
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、
庁
舎
や
祭
り
会
場
で

の
展
示
検
討
を
。

答
　
ご
み
減
量
の
一
環
と
し
て
購

入
助
成
制
度
の
導
入
を
検
討
し
た

い
。
町
内
生
産
が
可
能
か
ど
う
か

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
け
る
舗
装
の
打
ち
か
え
修
繕
は

15
年
で
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

問　
各
学
校
の
プ
ー
ル
の
出
入
り

口
の
ブ
ロ
ッ
ク
壁
の
対
策
と
一
般

家
庭
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
改
修
に
つ
い

て
も
熊
谷
・
深
谷
市
な
ど
県
内
17

自
治
体
が
撤
去
や
、
改
修
工
事
の

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

創
設
し
て
い
ま
す
。
町
も
実
施
を
。

答
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
化
促

進
に
関
す
る
政
令
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
町
民
の
関
心
が
一
層
高
ま
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
調
査
・
研
究
す
る
。

　
教
育
長
　
安
全
点
検
を
継
続

し
、
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
整

備
し
た
い
。
プ
ー
ル
が
始
ま
る
ま

で
に
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、

駅
北
の
町
づ
く
り
協
議
会
の
具
体

化
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

答

答答

答

答

答

答 問問

問

問

問

問

問
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映像配信

一般質問

ペーパーレス化の推進を

仲井　静子

業務効率化を図りながら取り組んでいく

問 ペーパーレス化について

上
里
町
敬
老
長
寿
祝
金

支
給
に
関
す
る
条
例
の

見
直
し
に
つ
い
て

問　
平
成
17
年
か
ら
現
在
ま
で
、

支
給
年
齢
が
77
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
88
歳
、
99
歳
、
１
０
０
歳
の

６
区
分
と
な
っ
て
い
る
が
、
支
給

年
齢
に
隔
た
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
２
０
１
８
年
に
公

表
し
た
厚
生
労
働
省
の
簡
易
生
命

表
で
は
、
２
０
１
７
年
の
日
本
人

の
平
均
寿
命
は
男
性
８
１
．
０
９

歳
、
女
性
８
７
．
２
６
歳
で
過
去

最
高
を
更
新
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
で
す
。
昭
和
の
時
代
に
高

齢
者
だ
っ
た
人
と
今
の
高
齢
者
を

比
べ
て
み
る
と
、
今
の
方
が
元
気

な
の
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
基
準

の
見
直
し
を
。

答
　
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

み
、
団
塊
世
代
が
支
給
対
象
年
齢

に
か
か
っ
て
く
る
と
、
総
事
業
費

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
事
か
ら
、

平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度
に
事

務
事
業
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
今

後
の
高
齢
者
人
口
の
推
計
を
勘
案

　
　
業
務
改
革
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
つ
い
て
、今
後
の
町
の
対
応
は
。

答
　
行
政
機
関
に
お
け
る
効
率
的

な
事
務
遂
行
を
図
る
為
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
は
、
紙
コ
ス
ト
の
将

来
的
な
抑
制
や
、
印
刷
に
か
か
る

イ
ン
ク
代
や
電
気
代
、さ
ら
に
は
、

資
料
の
取
り
ま
と
め
や
帳
合
に
か

か
る
人
件
費
な
ど
の
削
減
が
期
待

で
き
る
他
、
保
管
場
所
の
省
ス

ペ
ー
ス
化
、
文
書
検
索
、
閲
覧
の

利
便
性
向
上
、
文
書
の
収
受
・
発

出
か
ら
保
管
・
廃
棄
に
至
る
ま
で

の
適
正
な
文
書
管
理
が
実
施
出
来

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
結
果
的

に
事
務
作
業
は
省
力
化
さ
れ
、
職

員
は
自
治
体
本
来
の
目
的
で
あ
る

答

質問 １質問

働
き
方
改
革
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
に
つ
い
て

質問 ２質問

し
、
支
給
対
象
年
齢
と
支
給
金
額

の
見
直
し
を
行
う
事
が
適
当
で
あ

る
と
の
結
果
で
す
。
近
隣
市
町
の

支
給
年
齢
、
支
給
金
額
を
参
考
に

し
て
見
直
し
を
し
て
い
く
。

問　
全
国
の
多
く
の
自
治
体
の
敬

老
長
寿
祝
金
を
調
べ
て
み
る
と
、

３
区
分
も
し
く
は
４
区
分
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
展
し
て
い
く
中
、
支
給
が
必
要

な
高
齢
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支

援
、
元
気
高
齢
者
の
活
動
へ
の
サ

ポ
ー
ト
等
を
今
後
も
充
実
し
て
い

く
為
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
の
為

の
介
護
予
防
事
業
、
疾
病
予
防
事

業
等
の
充
実
な
ど
高
齢
者
施
策
を

一
層
推
進
し
、
健
康
で
生
き
生
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
等
を
同
時
に
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

答
　
第
７
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
今
後
の
高
齢
者
人
口
や
介

護
給
付
費
の
推
計
を
し
た
結
果
、

介
護
予
防
や
介
護
の
重
度
化
防
止

へ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
重
要
性

が
よ
り
明
確
に
な
り
、
今
後
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
に
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者

の
皆
様
が
こ
の
地
域
で
末
永
く
元

気
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
く
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
た

調
査
・
研
究
に
時
間
を
充
て
る
事

が
可
能
と
な
り
、
質
の
向
上
を
図

る
事
も
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
向

け
て
、
シ
ス
テ
ム
等
の
環
境
整
備

と
文
書
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
類

の
整
備
が
必
要
で
す
の
で
、
段
階

的
に
整
備
を
進
め
、
労
働
人
口
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て

も
、業
務
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
し

続
け
ら
れ
る
持
続
的
な
組
織
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

答

答

問

問

問
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映像配信

一般質問

イルミネーションでＰＲを

猪岡　壽

県内23町村中４番目の水準である

問 29年度の町の経常収支比率85.5％は

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺

の
道
路
整
備
に
つ
い
て

上
里
町
の
29
年
度
経
常

収
支
比
率
に
つ
い
て

問　
計
画
さ
れ
て
い
る
２
５
４
号

線
に
抜
け
る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ロ
ー

ド
が
未
だ
未
着
工
だ
が
、
今
後
の

予
定
を
お
聞
き
し
た
い
。

答
　
道
路
計
画
区
域
内
に
あ
る
企

業
訪
問
や
、
国
交
省
高
崎
河
川
国

道
事
務
所
と
の
調
整
を
行
い
早
期

に
工
事
着
工
で
き
る
よ
う
に
進
め

て
い
る
。

問　
道
路
計
画
区
域
内
に
あ
る
建

材
会
社
と
の
地
上
げ
交
渉
は
ど
の

程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
今
年
の
10
月
２
日
に
訪
問
し

た
。
建
材
会
社
は
、
道
路
整
備
に

反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
現
在
の
町
の
道
路
計
画
で

は
営
業
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
計

画
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
町
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と

の
意
向
を
示
し
た
。
今
後
は
お
互

い
密
に
連
絡
し
あ
っ
て
早
期
着
工

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
開
通
す
れ
ば
、
神
川
町
の
発

展
に
も
大
き
く
寄
与
し
、
更
に
児

玉
郡
市
の
観
光
や
産
業
に
与
え
る

問　
埼
玉
県
が
発
表
し
た
29
年
度

経
常
収
支
比
率
に
よ
る
と
、
県
平
均

は
９
３
．１
％
で
、
80
％
を
超
え
る

と
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
上
里
町

は
８
５
．５
％
で
、前
年
比
２
．３
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
。

答
　
上
里
町
は
８
５
．５
％
で
弾

力
性
は
保
た
れ
て
い
る
と
の
評
価

は
で
き
る
が
、
80
％
を
超
え
て
い

る
こ
と
や
こ
れ
か
ら
増
え
る
事
業

費
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
償
還
も

増
加
す
る
こ
と
か
ら
公
債
費
は
更

に
増
加
し
、
あ
わ
せ
て
経
常
収
支

比
率
も
上
昇
し
て
い
く
。

問　
上
里
町
の
８
５
．５
％
は
県
の

町
村
と
比
べ
て
ど
の
程
度
の
位
置

な
の
か
。
ま
た
低
い
町
村
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
　
低
い
順
で
は
、１
位
美
里
町
、

２
位
寄
居
町
、
３
位
小
鹿
野
町
、

４
位
上
里
町
で
あ
る
。
上
位
３
町

は
、
自
主
財
源
の
確
保
、
時
間
外

勤
務
の
圧
縮
、
補
助
制
度
の
見
直

し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
内
の
売
上
増

進
の
た
め
、
関
越
道
の
利
用
者
が

目
に
つ
く
よ
う
な
看
板
の
設
置
を

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺
事
業
者
５

社
で
検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
運

営
主
体
者
が
検
討
す
る
も
の
と
理

解
す
る
が
、
町
と
し
て
も
協
力
で

き
る
こ
と
は
し
て
い
く
。

問　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
周
辺
に
、
毎

年
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
検
討
し
た
ら
ど

う
か
。

答
　
毎
月
行
っ
て
い
る
５
者
協
議

会
の
中
で
、
検
討
し
て
い
く
。

答

質問 １質問

質問 ３質問

ア
グ
リ
パ
ー
ク
内
の
農

産
物
直
売
所
の
売
上
増

進
に
つ
い
て

質問 ２質問

影
響
は
大
で
あ
る
。
神
川
町
の
議

員
も
国
会
議
員
に
こ
の
こ
と
を
強

く
お
願
い
し
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答
　
神
川
町
の
議
員
の
協
力
は
心

強
い
し
、
開
通
時
期
も
早
ま
る
の

で
は
と
思
う
。

問　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
に
売
却
し

た
代
金
が
土
地
開
発
公
社
に
プ
ー

ル
さ
れ
て
い
る
が
そ
れ
を
道
路
建

設
費
用
に
充
て
ら
れ
な
い
の
か
。

答
　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
と
の
契
約

で
、
10
年
後
に
何
も
で
き
な
け
れ

ば
買
い
戻
す
と
い
う
特
約
も
あ
る

の
で
、今
流
用
す
る
の
は
難
し
い
。

問　
11
月
16
日
に
埼
玉
県
が
主
催

し
た
関
西
地
区
の
企
業
セ
ミ
ナ
ー

に
町
長
も
参
加
さ
れ
た
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

答
　
上
田
知
事
も
出
席
し
、
１
３

０
名
を
超
え
る
企
業
や
団
体
の
関

係
者
が
参
加
し
、
上
里
町
の
案
内

や
企
業
誘
致
対
象
地
の
紹
介
、
名

刺
交
換
や
資
料
の
配
布
等
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
き
た
。

答

答答

答

答答

答

答

答 問問

問

問

問問

問

問

問

かみさと議会だより7 平成31年3月 No.82



映像配信

一般質問

石
綿
健
康
管
理
手
帳
の
更
な
る
周
知
を

（
掲
載
画
像
：
厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

黛　浩之

広報やホームページを活用していく

問 石綿健康管理手帳の周知は

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
町

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

こ
む
ぎ
っ
ち
号
の
利
用

状
況
に
つ
い
て

問　
石
綿
健
康
管
理
手
帳
の
更
な

る
周
知
と
、
無
料
健
診
を
受
け
ら

れ
て
い
る
住
民
は
い
る
の
か
。

答
　
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
石
綿
健
康
管
理
手
帳

の
交
付
方
法
、
無
料
健
診
の
情
報

は
掲
載
し
て
い
る
。
町
と
し
て
も

広
報
か
み
さ
と
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
手
帳
の
保
有
者
と
無
料

健
診
の
受
診
者
数
は
厚
生
労
働
省

へ
確
認
し
た
が
非
公
表
で
し
た
。

問　
石
綿
飛
散
防
止
対
策
に
係
る

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
住
民
に
周
知
さ
せ
、

解
体
工
事
現
場
周
辺
住
民
の
曝
露

対
策
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
は
。

答
　
解
体
工
事
業
者
が
周
辺
住
民

に
掲
示
、
チ
ラ
シ
の
配
布
、
回
覧
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
説
明
、
説
明
会

な
ど
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
な
の
で
、
埼
玉
県
北
部

問　
高
コ
ス
ト
、
低
利
用
の
現
状

課
題
を
軽
減
す
る
た
め
の
一
手
と

し
て
、
平
成
30
年
10
月
よ
り
開
始

さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
降
車
制
度
で

す
が
、
実
際
の
利
用
人
数
や
利
用

頻
度
の
高
い
場
所
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
　
北
部
ル
ー
ト
と
南
部
ル
ー
ト

の
一
部
区
間
で
バ
ス
停
以
外
の
場

所
で
も
降
車
が
可
能
と
な
る
フ

リ
ー
降
車
制
度
で
す
が
、
10
月
の

１
か
月
間
で
利
用
い
た
だ
い
た
方

は
北
部
ル
ー
ト
で
13
人
、
南
部

ル
ー
ト
で
９
人
で
し
た
。

答

質問 １質問

質問 ２質問

環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
事
業

者
へ
の
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問　
国
土
交
通
省
は
自
治
体
に
対

し
民
間
建
物
を
含
む
全
て
の
建
築

物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
行
う
台

帳
整
備
事
業
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、

当
町
で
は
ど
う
な
の
か
。

答
　
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
ア

ス
ベ
ス
ト
調
査
を
実
施
し
、
台
帳

整
備
を
促
し
て
お
り
ま
す
が
、
民

間
所
有
の
建
物
に
つ
い
て
は
現
在

の
と
こ
ろ
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。

問　
学
校
施
設
等
に
お
け
る
吹
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
使
用
実
態
調
査

と
い
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
当
町
全
て
の

公
立
学
校
の
使
用
実
態
調
査
の
結

果
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

答
　
教
育
長
　
学
校
施
設
の
ア
ス

ベ
ス
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成

17
年
か
ら
平
成
20
年
に
か
け
て
民

間
調
査
会
社
に
委
託
し
て
実
施
し

た
。
小
学
校
で
は
５
校
の
う
ち
３

校
、
中
学
校
で
は
２
校
の
う
ち
１

校
に
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
４
校

　
ま
た
、
利
用
頻
度
の
高
い
区
間

に
つ
い
て
は
北
部
ル
ー
ト
で
は
八

町
河
原
と
池
上
神
社
の
間
で
４
人
、

ア
グ
リ
ホ
ー
ル
と
神
保
原
公
民
館

の
間
で
３
人
で
あ
り
、
南
部
ル
ー

ト
で
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
長
浜
店

と
長
幡
小
学
校
の
間
で
４
人
で
し

た
。

　
今
後
、
フ
リ
ー
降
車
制
度
利
用

者
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
を

伺
い
、
効
果
検
証
を
行
っ
た
上
で

よ
り
良
い
制
度
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
る

効
率
的
な
配
車
、
乗
り
合
わ
せ
運

行
管
理
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
デ
マ
ン
ド
型
の
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
都

市
（
神
奈
川
県
横
浜
市
な
ど
）
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
結
果
を
見

据
え
て
、
今
後
検
討
の
形
で
注
視

し
て
い
き
た
い
。

全
て
の
学
校
に
お
い
て
、
損
傷
、

劣
化
等
に
よ
り
石
綿
等
の
粉
じ
ん

が
飛
散
し
、
曝
露
の
恐
れ
は
な
い
。

答

答答

答

答

答 問

問問

問

問

問
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映像配信

一般質問

上里ゴルフ場のコース風景

納谷　克俊

ゴルフ場運営を継続したい

問 上里ゴルフ場について

上
里
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て

問　
ゴ
ル
フ
場
用
地
の
多
く
は
民

間
地
権
者
か
ら
の
借
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
元
年
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
間
は
埼
玉
県
が
地
権
者
と

土
地
賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
て
ゴ

ル
フ
場
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
年
４
月
１
日
に
上
里
町
が

県
有
施
設
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、

新
た
に
民
有
地
に
つ
い
て
町
が
地

権
者
と
10
年
間
の
土
地
賃
貸
借
契

約
を
締
結
し
、
町
か
ら
㈱
さ
い
た

ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
10
年

間
の
管
理
許
可
を
行
な
い
、
同
社

が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
４
月
以
降
こ
れ
ま
で

の
間
、
㈱
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
町
に
支
払
わ
れ
る

管
理
許
可
使
用
料
と
町
が
地
権
者

に
支
払
う
借
地
料
の
差
額
分
を
、

公
共
施
設
等
用
地
取
得
及
び
施
設

整
備
基
金
に
積
立
て
、
平
成
26
年

度
か
ら
同
基
金
を
原
資
に
地
権
者

の
同
意
を
得
ら
れ
た
所
か
ら
順
次
、

土
地
の
買
収
を
始
め
て
い
ま
す
。

答

質問 １質問

森
林
環
境
税
・
森
林
環
境

譲
与
税
に
つ
い
て

質問 ２質問問　
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化

防
止
や
災
害
防
止
、
国
土
保
全
、

水
源
涵
養
等
の
機
能
に
つ
い
て
は
、

広
く
国
民
に
恩
恵
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
機
能
を
有
す
る

森
林
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
国

民
が
広
く
等
し
く
負
担
す
る
た
め

の
制
度
設
計
と
し
て
森
林
環
境
税

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　
集
め
ら
れ
た
税
は
私
有
林
人
工

林
面
積
や
林
業
就
業
者
数
、
人
口

を
譲
与
基
準
と
し
て
市
町
村
及
び

　
現
在
の
上
里
ゴ
ル
フ
場
の
用
地

取
得
割
合
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
平
成
29
年
度
末
時
点
で
、

コ
ー
ス
部
分
が
32
％
、
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
部
分
が
53
％
で
す
。

　
現
在
、
用
地
を
取
得
し
て
い
な

い
地
権
者
が
97
名
で
、
用
地
取
得

の
意
向
調
査
結
果
を
元
に
引
き
続

き
用
地
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
来
年
３
月
31
日
に
は
ゴ
ル
フ

場
用
地
の
土
地
賃
貸
借
契
約
と
㈱

さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
管
理
許
可
の
期
限
を
迎
え
ま

す
。

　
来
年
４
月
１
日
以
降
に
お
け
る

上
里
ゴ
ル
フ
場
の
管
理
運
営
方
式

に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

答
　
平
成
31
年
以
降
も
継
続
し
て

ゴ
ル
フ
場
を
運
営
す
る
方
針
で
調

整
し
て
い
ま
す
。

　
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
ゴ
ル
フ
人
口
の
動
向
等
を
ふ
ま

え
、
５
年
間
の
管
理
許
可
と
す
る

こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
に
森
林
環
境
譲
与
税
と

し
て
譲
与
さ
れ
ま
す
。

　
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
市
町

村
は
「
間
伐
や
路
網
と
い
っ
た
森

林
整
備
に
加
え
、
森
林
整
備
を
促

進
す
る
た
め
の
人
材
育
成
・
担
い

手
の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や

普
及
啓
発
」
に
充
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
永
続
的
な
歳
入
と
な
る
森

林
環
境
譲
与
税
創
設
に
お
け
る
町

の
役
割
に
つ
い
て
、
如
何
お
考
え

で
し
ょ
う
か
。

答
　
適
切
な
賦
課
徴
収
に
加
え
、

譲
与
税
を
活
用
し
、
木
材
利
用
の

促
進
や
普
及
啓
発
な
ど
、
本
税
制

の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
考
え
ま
す
。

問　
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
は

公
立
保
育
園
建
設
に
関
係
し
て
の

有
効
利
用
が
最
善
と
考
え
ま
す
が

如
何
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

答
　
今
後
、
事
業
化
を
計
画
し
て

い
る
公
立
保
育
園
の
建
設
に
対
し

て
も
有
効
利
用
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

答答

答答

問

問

問

問
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映像配信

一般質問
髙橋　勝利
問

答

上
里
町
の
健
康
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

質問 ２質問

総
合
学
習
の
時
間
の
外

部
委
託
授
業
を
認
め
る

方
針
を
固
め
た
こ
と
に

つ
い
て

問　
平
成
31
年
度
か
ら
こ
ど
も
医

療
費
の
無
償
化
が
高
校
生
ま
で
拡

大
さ
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
対
策

と
し
て
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
一
方
で
医
療
費
が
無
料
に
な

る
事
に
よ
り
、
安
易
に
医
者
に
か

か
ろ
う
と
す
る
動
機
づ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
、
国
保
の
方
が
い
た
場

合
に
は
財
政
を
圧
迫
し
て
し
ま
う

事
が
心
配
で
す
。
医
療
費
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

答
　
年
齢
を
拡
大
す
る
と
国
保
の

医
療
費
に
も
影
響
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。
財
政
面
で
の
心
配
は
あ
る

が
、
少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
負
担
軽
減
、
子
ど

も
の
保
健
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
り
ま
す
。

問　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
育
む
健
康
社
会
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任

を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
軽
度
な

問　
文
部
科
学
省
が
、
小
・
中
学

校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ

い
て
、
年
間
授
業
を
４
分
の
１
ま

で
、
土
日
や
夏
休
み
を
利
用
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
外
部
に
授
業
を

委
託
す
る
と
い
う
方
針
を
固
め
た

こ
と
に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
教
育
長
　
土
日
を
利
用
し
た

英
語
枠
の
確
保
に
つ
い
て
新
聞
報

道
さ
れ
た
事
は
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
中

央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
部
会

で
の
配
付
資
料
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
お
け
る
家
庭
、
地
域
と

連
携
し
た
学
校
外
学
習
の
位
置
づ

け
の
明
確
化
に
つ
い
て
」
は
公
開

さ
れ
て
お
り
、
児
童
・
生
徒
の
多

質問 １質問

身
体
の
不
調
は
自
分
で
手
当
て
す

る
事
を
世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

で
は
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
定
義
し
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
積
極
的
に
健
康
管
理

を
し
て
も
ら
う
事
で
医
療
費
の
適

正
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
っ
た
目

的
が
新
た
に
加
わ
り
、
昨
年
か
ら

医
療
費
が
10
万
円
を
超
え
な
い
人

で
も
利
用
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

が
特
例
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

町
長
は
税
制
・
医
療
制
度
な
ど
長

期
的
展
望
を
含
め
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。

答
　
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
定

義
で
あ
る
「
自
分
自
身
の
健
康
に

責
任
を
持
ち
軽
度
な
身
体
の
不
調

は
自
分
で
手
当
て
す
る
こ
と
」
と

あ
る
よ
う
な
、
自
発
的
な
健
康
管

理
や
疾
病
予
防
を
促
進
す
る
こ
と

で
、
高
騰
す
る
医
療
費
の
適
正
化

を
狙
っ
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、

個
人
の
努
力
だ
け
で
は
難
し
い
面

も
あ
り
ま
す
の
で
、
行
政
も
一
体

と
な
っ
て
健
康
づ
く
り
や
環
境
整

備
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
な
課
題
に
応
じ
た
探
求
の
機
会

の
充
実
を
図
る
事
が
明
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

問　
２
０
２
０
年
か
ら
実
施
さ
れ

る
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
実

施
さ
れ
る
と
す
る
と
２
年
後
に
な

る
わ
け
で
す
。
既
に
２
年
を
切
っ

て
い
ま
す
。
上
里
町
の
現
状
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
　
教
育
長
　
上
里
町
は
、
１
コ

マ
45
分
の
授
業
を
行
う
６
時
間
目

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
年
度
、
小
学
校
３
・
４
年
生
は

年
間
15
時
間
の
外
国
語
活
動
を
、

５
・
６
年
生
は
年
間
50
時
間
の
外

国
語
活
動
の
授
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新聞報道されたことは承知しております

土日を利用した英語枠の確保について

答

答

答

答

問

問

問

問

かみさと議会だより
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映像配信

一般質問

急速充電設備の設置を

植原　育雄

役場敷地内設置を前向きに考えたい

問 電気自動車(急速充電設備)について

交
番
の
設
置
に
つ
い
て

道
徳
教
育
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て

交
通
事
故
の
減
少
を
目

指
し
て

 

電
気
自
動
車
の
充
電
ス
タ

ン
ド
（
急
速
充
電
設
備
）

に
つ
い
て

問　
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
の
南
側
地
域
に
交

番
設
置
に
つ
い
て
。

答
　
人
口
密
度
等
を
考
慮
す
る
と
県

北
地
域
に
交
番
を
増
や
す
こ
と
は
難

し
い
よ
う
で
す
が
、
今
後
と
も
快
適

で
安
全
な
町
づ
く
り
の
為
、
要
望
活

動
を
引
き
続
き
行
っ
て
参
り
た
い
。

問　
平
成
30
年
か
ら
小
学
校
で
、
中

学
校
は
翌
年
か
ら
道
徳
が
正
式
教
科

と
な
り
ま
し
た
。
道
徳
教
育
の
目
標

に
つ
い
て
。

答
　
教
育
長
　
学
校
の
道
徳
教
育
は

自
己
の
生
き
方
を
考
え
、
主
体
的
判

断
で
行
動
し
、
自
立
し
た
一
人
の
人

間
と
し
て
、
他
者
と
共
に
よ
り
よ
く

生
き
る
為
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を

養
う
事
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問　
規
範
意
識
の
低
下
と
道
徳
教
育

の
必
要
性
に
つ
い
て
。

答
　
教
育
長
　
昨
今
、
規
範
意
識
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
道
徳

性
は
徐
々
に
、
着
実
に
養
わ
れ
る
こ

と
に
よ
り
潜
在
的
、
持
続
的
作
用
が

行
為
や
人
格
に
及
ぼ
す
も
の
で
、
長

期
的
展
望
と
綿
密
な
計
画
に
基
づ
い

た
指
導
に
よ
り
、
道
徳
的
実
践
に
つ

な
げ
て
い
く
も
の
で
、
道
徳
教
育
は

必
要
な
も
の
で
す
。

問　
道
徳
の
教
科
書
や
評
価
の
導
入

に
よ
る
教
員
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
　
教
育
長
　
子
ど
も
達
の
心
の
中

を
、
ど
う
や
っ
て
見
抜
く
か
は
大
変

問　
予
算
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
。

答
　
上
里
町
の
基
本
目
標
の
第
５
次

総
合
振
興
計
画
や
地
方
創
生
総
合
戦

略
等
に
加
え
、
町
長
の
目
標
と
す
る

「
選
ば
れ
る
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
」
に
向
け
た
取
り
組
み
、
ま
た
、

必
要
性
や
優
先
性
を
明
確
化
し
、
事

業
の
適
正
規
模
の
検
証
や
仕
分
け
を

行
う
こ
と
で
事
業
費
全
体
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
た
い
。

問　
予
算
の
特
色
に
つ
い
て
。

答
　
政
策
の
中
身
を
予
算
の
中
に
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。
詳
し
く
は
３

月
定
例
会
の
中
で
提
案
し
て
い
き
た

い
。

問　
新
規
事
業
と
継
続
事
業
に
つ
い

て
。

答
　
３
月
定
例
会
の
中
で
示
し
て
い

き
た
い
。

問　
町
内
へ
の
通
過
車
両
が
生
活

道
路
に
入
り
込
み
交
通
事
故
を
発
生

さ
せ
て
い
る
現
状
か
ら
、
幹
線
道
路

を
早
急
に
整
備
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
朝
の
通
学
時
間
帯
に
警

察
車
両
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
当
町
は
県
境
に
位
置
し
、
主
要

道
路
が
渋
滞
す
る
こ
と
か
ら
通
行
車

両
が
生
活
道
路
に
入
り
込
む
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
幹
線
道
路
の

整
備
は
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め
た

い
。
ま
た
、
交
通
事
故
の
多
発
箇
所

で
の
取
り
締
ま
り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を

本
庄
警
察
署
に
お
願
い
し
て
い
き
た

問　
電
気
自
動
車
の
充
電
ス
タ
ン
ド

（
急
速
充
電
設
備
）
を
役
場
敷
地
内

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
電
気
自
動
車
も
急
速
に
増
え
て

お
り
、
設
置
に
関
し
て
は
前
向
き
に

考
え
た
い
。

答

質問 １質問

質問 ４質問

質問 ５質問

質問 ２質問

質問 ３質問 い
。

問　
交
番
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
為
に
警
察
車
両
の

待
機
場
所
（
立
寄
り
場
所
）
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
交
通
違
反
の
事
前
抑
止
や
周
辺

地
域
の
治
安
維
持
に
つ
な
が
る
も
の

で
、
本
庄
警
察
署
に
要
望
し
て
参
り

た
い
。

難
し
い
事
で
す
。
教
科
書
に
つ
い
て

い
る
道
徳
ノ
ー
ト
の
利
用
、
保
護
者

と
の
懇
談
、
家
庭
訪
問
等
を
通
じ
て

教
員
が
評
価
し
て
い
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。

答

答

答

答

答答

答答答

答

問

問

問

問

問問

問問問

問
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映像配信

一般質問
飯塚　賢治

対象者や金額など制度設計について検討

問 風疹免疫無し�大人の予防接種費用の一部助成を

答

身
体
障
害
者
の
車
に
つ

け
る
マ
ー
ク
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性

確
保
に
つ
い
て

問　

駐
車
場
に
お
い
て
車
イ
ス

マ
ー
ク
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
本

来
、
車
イ
ス
使
用
者
や
歩
行
困
難

な
人
な
ど
、
車
の
乗
降
に
ド
ア
を

全
開
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

の
た
め
の
も
の
で
す
。
ド
ア
を
全

開
し
て
利
用
す
る
方
の
許
可
証
と

な
る
は
っ
き
り
わ
か
る
印
に
な
る

も
の
を
町
が
発
行
願
え
な
い
か
。

答
　
車
で
の
移
動
は
、
町
内
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
利
用
者
の
利
便
性

を
第
一
に
考
え
る
と
広
域
で
の
利

用
が
好
ま
し
い
。
今
後
、
町
村
会

を
通
じ
て
埼
玉
県
に
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　
国
土
交
通
省
は
、
地
方
自
治

体
が
指
定
す
る
避
難
路
沿
い
の
塀

に
つ
い
て
、
一
定
の
長
さ
を
超
え

る
場
合
、
耐
震
診
断
義
務
を
課
す

方
針
を
決
め
た
。
耐
震
診
断
で
否

と
な
っ
た
塀
の
持
ち
主
に
は
町
か

ら
助
成
し
て
で
も
早
期
対
策
が
必

問　
建
設
業
は
他
の
産
業
と
比
較

し
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
一
方
、

長
時
間
労
働
や
厳
し
い
現
場
環
境

等
か
ら
若
年
者
の
確
保
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
。
週
休
２
日
制
を
実

現
で
き
る
適
切
な
工
期
の
確
保
の

要
望
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
行
政
の

努
力
次
第
で
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
例
え
ば
債
務
負
担
行
為
の
積

極
的
な
活
用
、
余
裕
期
間
の
設
定
、

繰
り
越
し
制
度
の
適
切
な
活
用
等

に
よ
り
施
工
時
期
の
平
準
化
は
可

能
で
は
な
い
か
。

答
　
債
務
負
担
行
為
や
余
裕
期
間

制
度
の
活
用
も
施
工
時
期
平
準
化

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
国
が

問　
埼
玉
県
で
は
風
疹
の
抗
体
検

査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
が
、
町

内
対
象
者
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
最
近
の
風
疹
の
流
行
を
受
け

て
、
早
急
に
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

乳
幼
児
健
診
、
妊
娠
届
出
の
際
、

よ
り
詳
し
く
説
明
し
て
ま
い
り
た

い
。

問　
風
疹
の
免
疫
を
持
た
な
い
大

人
の
予
防
接
種
に
対
し
、
既
に
県

内
市
町
村
で
は
18
団
体
が
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
上
里
町

で
も
助
成
願
え
な
い
か
。

問　
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
付
近
、
神
流
川
流
域
、
国
有
で

あ
る
水
辺
環
境
保
全
ゾ
ー
ン
は
、

今
は
、
見
る
限
り
荒
れ
果
て
て
い

る
が
、
集
客
を
目
的
と
す
る
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
公
園
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答
　
上
里
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
周
辺

地
区
整
備
事
業
推
進
庁
内
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
、
今
後
の
整
備
方

針
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
観
光
農
園
や
農

業
体
験
等
、
包
括
的
に
実
現
で
き

る
か
河
川
内
も
含
め
て
観
光
地
化

の
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

質問 １質問質問 ２質問

建
設
業
に
関
す
る
施
工

時
期
の
平
準
化
に
つ
い
て

質問 ３質問

風
疹
対
策
に
つ
い
て

質問 ４質問

観
光
・
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て

質問 ５質問

要
と
考
え
る
が
。

答
　
自
己
点
検
や
耐
震
診
断
で
不

適
合
と
な
っ
た
際
は
、
速
や
か
に

耐
震
改
修
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
所
有
者
へ
お
願
い
し
て
ま

い
り
た
い
。
撤
去
や
改
修
の
費
用

を
助
成
す
る
制
度
は
今
な
い
が
、

助
成
制
度
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

推
奨
し
て
い
る
の
で
、
町
と
し
て

も
活
用
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
繰
り
越
し
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
現
在
町
で
は
や
む
を

え
な
い
理
由
で
年
度
内
に
工
事
が

終
わ
ら
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は

繰
越
明
許
費
の
設
定
は
可
能
で
あ

る
の
で
、
総
事
業
費
を
勘
案
し
な

が
ら
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
。

答
　
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
対

象
者
や
金
額
な
ど
制
度
設
計
に
つ

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

答

答

答

答 答

答

問

問

問

問

問

問
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り組みとして、「市民の生活の質の向上」を基本目
標とし、これまで和光市が先駆的に進めてきた取り
組みの強化に加え、元気高齢者を増やすための介
護予防拠点の充実や、地域における互助力の強化、
認知症高齢者対策、高齢者に対する住まい確保の取
り組み等を基本方針に盛り込んであります。
　まず初めに行政は、市全体を北・中央・南エリ
アの３ブロックに分けてアンケート調査を実施し、
各地域の課題や必要となるサービスの把握・分析を
行いました。健康増進を図るため、行政はもちろん
市民・事業者・関係団体等との連携と協働によって、
課題の改善・解決が進められています。
　今回視察研修に参加し、和光市の地域包括ケアシ
ステムは高齢者の立場に立ち、長期間に渡り検討に
検討を重ね作り上げたもので「ローマは一日にして
成らず」、「千里の道
も一歩から」と言う
ことわざが脳裏に浮
かびました。

　タブレットを導入した自治体では、議員は原則的に
ひとり１台のタブレットを所持していること、毎月の通信
費はかかるがいつでもどこでも利用できる「回線つき端
末」を利用していることが共通点として挙げられます。
　タブレット導入にあたっての主な導入効果は、右の４
点です。
　研修会に参加し、上里町議会も「タブレットの利用」
によりペーパーレス化に取り組む必要があると感じまし
た。

11月14日　視察先：埼玉県和光市

1月29日　本庄市

文 教 厚 生 常 任 研委 員 会 修視 察 　仲井　静子

児 玉 郡 町 議 会 期議 研 修員 会後 髙橋　茂雄

〇地域包括ケアシステムについて

　高齢化の進行に伴
い、町民の医療や介
護の需要が2025年以
降さらに増加するこ
とが見込まれますが、
誰でも可能な限り住
み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期ま
で続けることを望んでいます。“自分の健康は自分
で守る”ために情報・知識・手助けも必要です。そ
こで文教厚生常任委員会では地域包括ケアシステ
ム（地域の包括的な支援・サービス提供体制）の取
り組みについて、和光市の合同行政視察研修に参加
いたしました。
　人口82,760人（平成30年12月１日現在）の和光
市は、東京都の板橋区と練馬区に隣接するベッドタ
ウンで、高齢化率は全国平均27.7％に比べ17.5％
と若い子育て世代も多く、子育て支援の取り組みと
共に地域包括ケアシステムに取り組んでおり、全国
でも注目度は高いです。
　高齢者数の伸びに対応する地域での継続した取

　東京インタープレイ株式会社社長である米田英
輝氏をお迎えし、「議会・行政に浸透するタブレッ
トとＩＣＴ活用」という演題で講演をしていただ
きました。

１．資料のペーパーレス化
①管理と活用：�管理の手間が減り、過去資料の活

用度が向上する。
②業務効率化：配布・連絡・確認業務が効率化する。
③議 員 活 動：�資料の持ち運び、審査業務が効率

化する。
④議 会 活 動：�効率化によって余裕が生まれた分

だけ、議会活動が充実する。
２．連絡業務の効率化
　連絡業務の主要なツールは、電話やＦＡＸから
「チャットアプリ」へ置き換えが進んでいる。電
話やＦＡＸに比べて早く、確実に連絡が届く。改
善の積み重ねで「働き方改革」を実現できる。
３．議員活動でタブレットを活用
　タブレットを携帯することによって本棚にある
すべての資料を持ち運べる。時間や場所にかかわ
らず活用できる。
４．議会図書の拡張・補完
　議会図書（会議録、例規集、行政計画、広報誌、
白書など）の活用をタブレットで拡張・補完できる。
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議 会 日 誌

編集
後記

12月
７日　�定例会初日（開会、町長の行政報告、一般質問）
　　　議会運営委員会
10日　一般質問
11日　全員協議会　議案審議（条例等、補正予算）
　　　特別委員会
12日　総務経済常任委員会、文教厚生常任委員会
14日　定例会最終日（請願等採決、閉会）
20日　本庄上里学校給食組合議会
26日　児玉郡市広域市町村圏組合議会

１月
１日　元旦歩け走ろう会
10日　�埼玉県・市議会議長会・町村議会

議長会新年懇談会
13日　上里町消防団・署出初め式
　　　上里町成人式
16日　埼玉県町村議会議長視察研修会
18日　議会だより編集委員会
　　　児玉郡町村会賀詞交歓会
29日　特別委員会
　　　児玉郡町議会議員後期研修会

２月
８日　埼玉県町村長・町村議会正副議長合同研修会
13日　埼玉県北地域町村議会議長視察研修
15日　議会だより編集委員会
18日　議会運営委員会、特別委員会
19日　本庄上里学校給食組合議会
21日　児玉郡市広域市町村圏組合議会
22日　埼玉県町村議会議長会定期総会

3月定例会を傍聴しませんか！
定例会は、３月４日（月）に開会予定です。

なお、一般質問は４日（月）、５日（火）の２日間を予定しています。

3月定例会一般質問一覧
氏　　　名 質　　問　　事　　項

４
日
（
月
）

納谷　克俊 ①上里町の職員のあり方について

沓澤　幸子

①子育て支援について

②中小企業対策について

③ごみ問題について

仲井　静子

①古新田四ツ谷線・三田中通り線との交差点に早急に信号機設置を

②地域子育て支援事業について

③総合文化センター運営の現状と役割について

齊藤　　崇
①平成３１年度予算について

②町の公共施設について

猪岡　　壽

①町の地方債と企業債について

②上里ゴルフ場について

③区長と民生児童委員の職務のあり方について

5
日
（
火
）

髙橋　勝利
①人生１００年老いとどう向き合い生きていくのか

②高校普通科「抜本改革」について

飯塚　賢治

①災害対策地区防災計画について

②子ども虐待防止について

③英語力向上のための取り組みについて

髙橋　茂雄
①ＡＥＤの設置と取り扱いについて

②高校生の事故防止について

　
国
民
生
活
に
直
結
す
る
厚

生
労
働
省
の
「
勤
労
統
計
」

の
不
正
が
判
明
し
、
政
治
不

信
は
底
な
し
で
す
。

　
３
月
議
会
は
、「
子
育
て
日

本
一
」
を
掲
げ
た
山
下
町
長

が
手
掛
け
る
初
の
当
初
予
算
に
な
り
、
町
民
の

願
い
が
ど
の
様
に
反
映
さ
れ
る
の
か
注
目
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
議
会
17
期
会
に

と
っ
て
も
、
初
の
予
算
審
議
と
な
り
ま
す
。
議

会
は
、
現
在
「
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
に
す
る
た

め
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
意
見
・

ご
要
望
は
身
近
な
議
員
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
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沓
澤
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子

議
会
だ
よ
り

編
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●
委
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黛
　
　
浩
之
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議会を傍聴！
　上里町議会では、皆さんの傍聴をお待ちしております。
　議会開催日に役場４階傍聴受付窓口までお越しください。

議会を動画で！
　本会議の一般質問の様子をインターネットで録画配信し
ています。
　また、本会議開催中は、役場１階町民ホールのテレビで
生中継しています。

議会を読む！
　「上里町議会だより」は３月、６月、９月、12月の年４回
発行しています。

かみさと議会だより
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